
卒業する３年生に感謝！ ３年生を送る会卒業する３年生に感謝！ ３年生を送る会
２月２４日（金）に３年生を送る会を開催しました。１年生はライトアートと「明日の空へ」の合唱、２年生

は演劇と「YELL」の合唱で、卒業していく３年生に祝福と感謝の気持ちを伝えました。３年生も「旅立ち
の日に」の合唱とお礼の言葉で後輩の思いに応えていました。

伊勢崎銘仙に学ぶ ２年ふるさと学習伊勢崎銘仙に学ぶ ２年ふるさと学習
１月１７日（火）に、いせさき明治館のスタッフの方や着付けボランティアの方を講師に迎えて、２年のふる

さと学習を実施しました。できるだけ長い時間、銘仙の着心地を体験してほしいという講師の方の意向で、
始まってすぐに希望者が好きな柄の着物を選んで着付けてもらい、羽織も自分で選んで着ました。着付けの
間に銘仙の DVD を視聴したり、クイズをしたりして銘仙を学習し、最後は銘仙のファッションショーでと
ても盛り上がりました。生徒たちは、銘仙の学習を通してふるさと伊勢崎のすばらしさを改めて感じ、未来
に繋げていきたいという思いを持ったようです。
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第44回伊勢崎市よい歯と口の学級コンクールで第44回伊勢崎市よい歯と口の学級コンクールで
あずま中の全学級が基準をクリアして表彰される！あずま中の全学級が基準をクリアして表彰される！

これは伊勢崎市学校保健会が表彰するもので、平成２８年度では１１月３０日まで
に歯と口の状態が良好な割合が９０％以上の学級が推薦されます。あずま中では、
１学期の歯科検診後から、歯科医の診察・治療が必要な生徒に保健委員会や担任、
部活動顧問を通して受診するよう促してきました。その取組が全学級表彰という
すばらしい成果となって実りました。もちろん、生徒自身の意識や家庭の協力が
あってこそです。日頃から歯と口の健康に注意して、来年度は歯と口の状態が良
好な割合が１００％の学校となるように努力していきましょう。

表彰の記録 ３年生にとって中学最後の表彰です！

◆その他の大会・コンクール

群馬県体操協会優秀選手賞 髙田彩華

（第13回全日本タンブリング・ダブルミニトランポリン競技選手権

大会ダブルミニトランポリン15-16女子３位）
群馬県スポーツ協会ジュニアスポーツ奨励賞 橋場真弦，野﨑壮人，須田雄人

第28回読書感想画中央コンクール 優秀３位 須田知捺

群馬県審査

伊勢崎市体育協会ジュニアスポーツ奨励賞 トランポリン競技 竹澤ななか，山本隆世，髙田彩華，板垣咲来

野球競技 橋場真弦，野﨑壮人，須田雄人（伊勢崎北選抜）

弓道競技 金光陸斗

陸上競技 女屋恵太，正田岳，今井涼介，赤石健

伊勢崎みやま教育賞 赤城賞 蜂矢早規，根岸佑奈，沼田雄吾

（吹奏楽部クラリネット三重奏）

平成28年度伊勢崎市青少年健全育成及び非行防止 入 賞 渡邉真名

絵画・ポスター表彰

第12回伊勢崎市読書感想画コンクール 特 選 須田知捺

入 選 井桁羽菜，後藤実羽，篠塚海碧，深澤朱莉

伊勢崎市人権啓発標語・ポスター表彰 ポスター 髙橋里穂，富岡真乃音，遠藤玲

標 語 松永里菜，金子愛奈

第23回共愛学園杯中学生英語スピーチ･暗唱コンテスト スピーチの部 参 加 賞 工藤美義，永井希望 ※学校代表

第4回ルーセントカップ 男子団体戦Ｂ 優 勝 長谷川翔，齋藤瑠之介，竹澤翔弥，田島空翔，

中島大貴，久保田竜生

男子団体戦Ｃ 優 勝 武正一輝，岡田陸，栃木慎悟，河原諒弥，

長岡楓希，田中拓哉

準 優 勝 根岸快幸，小根澤泰平，笠原葵，齋藤亮太，

加藤尋斗，千島黎央，矢崎理玖也

平成28年度伊勢崎市・佐波郡中学校 優 勝 髙尾希和，伊東沙良，大友涼伽，荻原里沙，

１年生女子バレーボール強化大会 福地結奈，荒井菜々珠，重田紗希

お口の「清潔」は脳卒中や心筋梗塞、糖尿病など全身のさまざまな病気、肺炎やインフルエンザの予防
にもつながります。また、よく噛んで食べる等のお口の「機能」は窒息を防ぎ、認知症を予防するために
も大事です。栄養をきちんと摂取できれば、免疫力や抵抗力が高まり、体力もつきます。おいしく食べ、
楽しく会話して心身ともに健康に生活し、ＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）を向上させる
ためにお口の健康を守りましょう。

歯周病は子どもも大人もかかる生活習慣病 歯周病になると、歯肉が赤く腫れたり、歯肉から出血したり、
痛んだりします。また、親知らずが歯肉に隠れている場合は、歯肉の炎症が起こりやすくなります。歯周
病は、大人だけがかかる病気と思われがちですが、歯周病の初期に起こる歯肉炎は、小学生や中学生など
の若い世代でも増えています。 （日本歯科衛生士会のパンフレット「お口の健康の手引き」より抜粋）


